
登録番号

登録年月日 平成25年9月10日 登録区分 第一種

名称
（型式等）

所 有 者
（管理者）

製作者(社)

製 作 年

初出年

選定理由

登録基準

公開・非公開

写    真

その他参考と
なるべき事項

公開（予約制）

特種東海製紙株式会社

(1)　(2)特種東海製紙株式会社

(1)1938年頃　(2)1945年頃　　

(1)1938年（生産開始）　(2)1945年（生産開始）

情報化時代の草分けとなった国産最初期のパンチカードである。パンチ
カードには，耐久性，寸法安定性，静電気の発生低減，パンチ穴の打ち
抜きに対する機械的適性などが求められた。処理装置の高速化が著しく
進んだ時代に継続的な高品質化が行われ，日本の情報用紙分野の技術力
が高められる要因と成った。（１）は，米国レミントンランド社製統計
機の国内導入に伴い，情報記録紙の国産化の要望に応じて開発された国
産初のパンチカード用紙である。時の鉄道省，統計局，保健局，横浜税
関，中部電力など日本における事務簡素化のパイオニアに納入され省力
化に貢献した。（２）は，終戦直後に日本IBM社の依頼を受けて開発され
たパンチカード用紙である。コンピューターの処理能力の向上や高速化
に対応して，逐次改良が行われた。

一－イ

第 00129 号

【　パンチカード　】
(1)レミントン統計カード

(2)IBM統計カード

所 在 地
静岡県駿東郡長泉町

特種東海製紙Ｐａｍ




